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市
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
広
が

り
に
よ
号
、
個
人
と
地
域
の
関

わ
り
が
毒
薄
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
幼
い
子
ど
も
を
抱

え
る
母
親
の
ス
ト
レ
ス
や
自
信

喪
失
が
高
ま
り
、
見
童
虐
待
が

社
会
全
体
で
深
刻
な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
の

増
加
に
伴
い
、
ひ
と
り
親
家
庭

が
増
え
る
領
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭

の
子
ど
も
の
穫
や
か
な
成
長
の

た
め
、
住
宅
、
栄
養
管
理
、
心

の
ケ
ア
な
ど
総
合
的
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
障
が
い
を
も

っ
子
ど
も
に
お
い
て
は
、
日
ア
い

時
期
の
適
切
な
治
療
と
誤
練
の

ほ
か
、
保
護
者
を
含
め
た
認
談

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑥
推
進
と
啓
発
の
取
り
組
み

各
施
策
め
推
進
状
況
に
つ
い

て
は
、
全
庁
的
な
体
制
の
下
、

毎
年
実
施
状
況
を
把
接
し
、
点

検
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
広
報
紙

等
で
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
少
子
対
葉
及
び
子
育

て
支
援
は
、
村
を
挙
げ
て
取
与

組
む
問
題
で
為
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

を
過
し
て
意
識
の
普
発
を
図
る

と
と
も
に
、
組
議
体
艇
の
強
化

を
推
進
し
ま
す
っ

と
趣
旨

張
興
計
画
」

建
豪
幻
」
栓
一
寸
の
一
前
関
の
な
か
で
、

子
ど
も
遣
が
心
身
と
も
に
建
や
か

に
育
ウ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
年
々
減
少
し
、
平

成
日
年
に
は

1
・
Z
9
に
ま
で
低

下
し
、
少
子
化
に
鵠
止
め
が
か
か

ち
な
い
状
況
で
あ
り
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

村
の
出
生
数
も
年
々
減
少
し
、

子
ど
も
同
土
の
ふ
れ
あ
う
機
会
の

減
少
や
、
将
来
の
地
域
社
会
の
活

力
低
下
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

本
計
画
は
、
国
の
「
次
世
弐
育

成
支
援
対
策
提
進
法
」
に
基
づ
き

村
の
状
況
に
あ
わ
せ
、
一
一

i
ズ
謁

査
結
果
等
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な

視
野
か
ら
、
行
設
の
み
な
ら
ず
地

域
住
民
、
&
各
種
盟
体
、
企
業
、
学

校
な
ど
村
全
体
で
協
力
し
あ
っ
て
、

子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
計
閣
で

て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

き
る
よ
う
家
庭
、
間
体
育
諸

設
、
学
校
、
企
業
、
地
域
、
行
政

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認

識
し
て
協
働
し
会
が
ら
、
新
し
い

子
育
て
文
援
の
講
築
の
た
め
、
次

の
基
本
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
口

叫
す
べ
て
の
親
が
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
膏
て
が
で
き
、
地
域
全
鉢
で

子
ど
も
を
克
守
る
ま
ち
・
た
ま
か

わ」
本

計

し

て

い

く

た

め

に、

8
つ
の
柱
を
基
本
と
し
て
具

体
的
擁
策

ι取
り
組
ん
で
い
き
ま

す。①
多
犠
孝
一
一

i
ズ
を
持
っ
す
べ
て

の
子
育
て
家
産
へ
の
支
援

近
年
、
核
家
族
化
や
父
親
の

長
時
間
労
働
な
ど
に
よ
号
、
忠
一

関
母
親
が
子
ど
も
と

2
入
き
り

で
在
唱
で
過
ご
す
育
児
の
孤
立

花
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
比
重
の
低
か
っ
た
在

宅
の
子
育
て
支
援
策
の
強
化
を

目
指
す
と
と
も
に
、
共
働
き
家

庭
に
対
し
て
も
、
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
で
き
る
よ
う
な
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
女
設
の
社
会
進
出
が

進
む
な
か
、
企
業
に
お
い
て
も

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
意

識
を
高
め
、
男
性
を
含
め
た
子

の
促
進
に
努
め

。
す
べ
て
の
親
子
の
健
や
か
な
或

長
へ
の
支
援

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
は
、

、
心
身
の
大
き
な
変
化
に
加
え
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
時
撲
で
あ
れ
ノ
、

母
子
の
健
康
に
限
ら
ず
、
子
ど

も
を
取
れ
/
巻
く
家
庭
の
穣
康
を

支
え
る
読
点
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
親
の
育
児
に
関
す
る

不
安
を
軽
減
し
、
親
は
子
ど
も

に
愛
情
を
注
げ
る
よ
う
、
ま
た
、

次
代
の
母
子
保
鍵
事
業
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
意
識

の
醸
成
や
育
児
不
安
へ
の
対
応
、

て
い
き
ま

す。

③
教
川
河
を
通
し
た
次
代
を
担
う
親
・

子
の
成
長
の
支
援

子
ど
も
の
学
力
抵
下
に
限
ら

ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
に
よ
る
家
庭
、
地
域
の
子
育

て
カ
や
教
育
力
の
低
下
も
指
擁

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
次

代
を
担
う
講
和
の
と
れ
た
入
践

と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
、

山間地域等における農業の有する多面的機能の薙保を留ることを目的として、 i議窃な農業生産活動等の接

続的な実識を支援するため、集落及び農家に対し、玉川村捕助金等の交付等に関する競郎、及び、要領の定める

ところによち交討金を交付いたしましたc

協定の観嬰

協定締結の代表者を中心として、集蕎相互間の連携、生産註、収益向上、担い手の定善、生活環境の整備等

に取り組みま

-協定締結集落数鈴集落

。参加農家数 848戸

農業生産活動等の実施状況

農地法語の崩壊を未然に防止するため、集落内の担い手を中心

に水路・農道を定期的に清掃、第易諦{彰、及び草刈り等を実施し

ました。

生産性・収識の向上、謹い乎の定着等に関する取鐙み状況

農作業の共同化によ号、作業簡単の向上と生産活動の安定を図

りましたC

2 

学
校
、
地
域
が
本
来
持
っ

て
い
る
教
育
力
を
結
集
し
、
平

青
て
方
、
教
宥
力
の
活
性
化
を

罷
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
教
育
資
諒
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
自
然
体
験
や
社
会
体

験
な
ど
を
、
通
し
て
、
子
ど
も
が

自
ら
学
、
び
、
考
え
、
山
行
動
で
き

る
力
を
脊
成
し
ま
す
。

③
安
、
む
し
て
子
育
て
が
で
き
る
生

涜
壊
壌
の
麓
舗

私
た
ち
の
ま
ち
で
健
や
か
に

子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
活

動
で
き
、
子
ど
も
連
れ
の
親
や

地
域
住
民
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
い
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
生

活
環
境
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
や
、

備
、
子
ど

め

で
安
心
し

る
地
域
づ
く
り
を
推

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
医
療
費
、
学
費
な
ど
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
は
多
く
の

家
庭
で
望
ま
れ
て
お
り
、
新
生

児
誕
生
祝
金
や
児
童
手
当
等
の

普
及
・
務
発
に
努
め
ま
す
。

多
嬰
支
援
児
童
な
ど
へ
の
き
め
細

か
な
対
応

都
市
へ
の
若
者
の
流
失
や
都

対象農照地の基準部の面積及び交付額

区 分 | 担 | 農 地 面 積 | 交 付額

I 619，怖ぱlm附詰円

l，849，143m 114，793，144円

16，387円

出ハパ
ハ

υ
出
けnυ 

4.682m 

2m 
Aυ 

2n 
yEA 

ハV

2，472，87 

畑

毘

嬬

国
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村
民
一
丸
と
な
っ
て

地
域
の
安
全
を
守
る

事
件
、
事
故
を
未
然
に
閉
ざ
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た

め
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
団
体
「
安
全
安
心
た

ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」
が
、

5
丹
お
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

夏を思わせるような好天に恵まれた 5月21目。村

内の 3小学校で一斉に春の大運動会が行われました。

子ども遣は、この認のために練習してきた競技、演

技を大勢の観衆を前に精一杯披露。観客席からは大き

な拍手や声援が送られていました。

元気いっぱいの子ども遣の様子をご紹介しますc

村内小学校

書の六運

こ
ぶ
し
隊
は
、
紡
犯
協
会
、
紡

犯
指
導
隊
、
行
政
区
、
消
防
団
な

ど
凶
の
機
関
で
構
成
さ
れ
、
安
全
、

安
心
な
村
づ
く
り
の
た
め
白
、
王
的

に
活
動
し
ま
す
。
隊
員
に
は
、
ほ

か
に
村
内
の
小
学
校
の

5
年
生
以

上
の
児
童
と
中
学
校
の
全
生
徒
も

含
ま
れ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
、

学
校
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
た
設
立

総
会
で
は
、
車
田
村
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
隊
長

の
悶
部
金
四
郎
村
消
防
団
長
に
、

「
安
心
安
全
た
ま
か
わ
こ
ぶ

し
隊
」
と
童
聞
か
れ
た
腕
章
が
車
田

村
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
阿
部
隊
長
か
ら
各
小
、
中
学

校
の
鬼
童
、
生
徒
の
代
表
に
手
渡

さ
れ
、
最
後
に
悶
部
隊
長
が
「
各

国
体
の
特
色
を
生
か
し
た
実
践
的

な
防
犯
、
交
通
指
導
を
進
め
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

こ
ぶ
し
隊
の
、
王
な
活
動
計
画
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
.
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
の

安
全
な
登
下
校
を
見
守
り
ま
し

ょ
う
。
(
①
通
学
路
を
散
歩
し

な
が
ら
②
出
勤
の
途
中
に

③
洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
⑨

自
宅
前
を
掃
除
し
な
が
ら
⑤

ゴ
ミ
出
し
を
し
な
が
ら
⑥
子

ど
も
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
)

2
.
老
人
ク
ラ
ブ
員
は
身
近
な
家

の
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

3
.
保
育
所
、
幼
稚
園
児
の
送
迎

の
際
に
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す

る。

4
“
地
区
の
方
々
は
自
分
達
の
地

域
を
巡
間
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

5
.
名
学
校
で
は
自
分
の
身
を
守

る
ほ
か
下
級
生
を
見
守
り
、
防

犯
の
意
識
を
高
め
る
。

6
.
消
防
団
は
夜
警
を
実
施
す
る
。

7
z
母
の
会
、
須
釜
女
性
の
舎
は

「
一
朝
一
声
(
あ
い
さ
つ
)
」

運
動
を
実
施
す
る
。

8
"
安
全
協
会
な
ど
は
交
通
街
頭

指
導
を
実
施
す
る
。

9
.
学
校
、
P
T
A
は
学
校
周
辺

4 

の
パ
ト
ロ

i
ル
や
通
学
路
付
近

の
住
民
に
「
子
ど
も

1
1
0
番

の
家
」
の
看
板
設
置
を
依
頼
す

る。

叩
郵
便
局
(
配
達
員
)
は
郵
便

配
達
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
。

決意表明する阿部部長

村
民
一
丸
と
な
っ
て
、
無
理
な

く
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
み
、

安
全
、
安
心
な
玉
川
村
に
し
ま
し

ト
晶
、
つ
ノ
O

南
須
釜
で
は

憂
の
パ
ト
ロ
ー
ル
墜

村
の
こ
ぶ
し
隊
に
続
い
て
南
須

釜
区
で
も
、
自
主
防
犯
組
織
「
愛

の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が

5
月
m
m
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
吉
村
忠
雄

区
長
を
隊
長
に
、
各
組
長
な
ど
の

隊
員
宅
に
看
板
を
掲
げ
、
地
域
の

安
全
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

5 



-
南
須
釜
が
優

玉
川
村
民
球
技
大
会
が

6
月
5
日
、
村

民
グ
ラ
ン
ド
と
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
で
は
南
須
釜
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}

優
勝
・
中
準
優
勝
・
南
須
釜

3
位
・
小
高
、
士
口

{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}

優
勝
・
南
須
釜
準
優
勝
・
竜
崎

3
位
・
中

白
熱
し
た
試
合
の
よ
う
す

歯
が
な
い
よ

ー
よ
い
歯
の
子
ど
も
た
ち
l

今
年
度
1
回
目
の
3
歳
児
健
診
が
、

4

月
辺
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
歯
科
検
診
の
結
果
虫
歯

が
一
本
も
な
か
っ
た
、
よ
い
歯
の
子
ど
も

達

3
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(
)
内
は
住
所
と
保
護
者

塩田敬大くん
(J 11辺・敬)

小針奏ちゃん
(岩法寺・誠)

高橋姫良ちゃん
(北須釜・時生)
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5月17日に川辺小学校、翌18日には須釜小学校児

童による支通安全鼓笛パレードが行われ、児童らが地

域の方々に交通安全を呼びかけました。

両校とも、沿道には大勢の保護者や地域の方々が、詰

めかけ、元気いっぱいの演奏に大きな拍手を送ってい

ました。

小、須釜小で
交通安全鼓笛バレー

喜
び
の
玉

一
小
児
童

(お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
一
緒
に
)

県南大会出場小、
石川地区突通安全子供自転車大会が 6月8日

に平田村で開催され、玉川第一小学校Aチーム

が優勝しました。

大会には 、石川管内の 5小学校から、 1チー

ム5人編成で10チームが出場し 、学科、安全走行、

技能走行で安全運転を競いました。

上位 2チームは、郡山市の運転免許センター

で行われる県南大会に出場します。

6 

H
ス
ポ
少
が
優

石
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の

主
催
に
よ
る
、
第

8
回
石
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

i
ル
選
手
権
大
会
が
5
月
お
、
白

日
に
、
浅
川
町
で
開
催
さ
れ
、
玉
川
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
石
川
郡
内
か
ら
恰
チ
ー
ム

が
出
場
、

2
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
玉
川
ス
ポ
少
は
、
浅
川
町
で

行
わ
れ
る
県
南
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

7 
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57-4621 

住民税務課

57-4622 

57-4624 

健康福祉課

57-4623 

保健センター

37-1024 

室

57-4625 

地域整備諜

57-4626 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一:、_/nrarm_ation 

務総

昨
年
度
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種

の
副
反
応
に
よ
る
重
篤
な
健
康
被

害
が
発
生
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧

奨
を
差
し
控
え
る
よ
う
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
村
で
は

平
成
口
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
す
べ
て
の
日
本
脳
炎
予
防
接

種
(
集
団
接
種
)
の
実
施
を
見
合

わ
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
保
護
者
の
方
が
副
反
応

に
よ
る
健
康
被
害
の
可
能
性
に
つ

い
て
十
分
理
解
さ
れ
た
上
で
、
自

ら
の
判
断
に
よ
り
日
本
脳
炎
予
防

接
種
を
強
く
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
で
対
応

い
た
し
ま
す
。

医
嬢
機
関
で
の
個
別
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
村
発
行
の
「
予

防
接
種
通
知
書
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

付
け
ま
す
の
で
、
電
話
な
ど
で
基

礎
年
金
番
号
、
相
談
の
内
容
等
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
c

V
予
約
相
談
の
実
施
日

①
毎
週
月
曜
日
(
休
日
の
場
合

は
翌
日
)
午
後
5
時
j
7
時

②
毎
月
第
2
・
第
3
土
曜
日

午
前
9
時
ぬ
分
j
午
後

4
時

V
そ
の
他

通
常
の
平
臼
の
時
間
替
に
は
予

約
で
の
相
談
は
行
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
予
約
相
談
を
行
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
o

v予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

2
0
2
4
1
9
3
2
1
3
9
1
7
 

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
へ
の
福
祉
的
措
寵
と
し
て
、
特

別
障
害
給
付
金
制
震
が
始
ま
り
ま

し
た
。

V
給
付
の
対
象
と
な
る
方

①
平
成
3
年

3
月
以
前
に
学

生
で
あ
っ
た
方
、
②
昭
和
日
年

3
月
以
前
に
被
用
者
(
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
等
の
加
入
者
)

8 

57-4631 

企臨産業課

57-4627 

57…4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須釜支所

57-2061 

ふ
l

-
一
居
間

ム一品

詳
し
い
矯
報
提
供
と
予
防
接
種

通
知
書
の
発
行
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
月
よ
り
、
次
の
医
療
機
関
で

も
乳
幼
恒
川
医
療
費
の
現
物
給
付
(
窓

口
で
の
お
金
の
支
払
い
な
し
)
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o

v医
療
機
関
等
名

「
ア
イ
ン
薬
局
福
島
石
川
庖
」

乳
幼
児
医
療
費
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
鍵
康
福
祉
課
ま
で
。

次
に
よ
り
、
平
成
げ
年
度
の
入

国
警
備
官
採
用
試
験
(
高
校
卒
業

程
度
)
を
行
い
ま
す
。

V
受
験
資
格

の
配
偶
者
で
あ
っ
た
方
の
い
ず

れ
か
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に

初
診
日
が
あ
る
傷
病
が
原
因
で
、

現
在
障
害
基
礎
年
金
の

1
級、

ま
た
は

2
級
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
方
で
す
。

V
注
意
事
項

こ
の
給
付
金
の
支
給
は
、
請

求
書
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
給
付

金
を
請
求
す
る
方
は
、
で
き
る

限
り
早
め
に
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
た
め
、
必

要
な
書
類
等
が
全
て
そ
ろ
わ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
請
求
書

の
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
な
る
べ
く
早
く
受
付
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
請
求
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課

昭
和
町
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
白

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

V
受
付
期
間

7
月
四
日
か
ら

8
月

2
日

V
第

1
次
試
験

9
月
お
日

V
問
い
合
わ
せ

仙
台
入
国
管
理
局

窓

0
2
2
1
2
5
6
1
6
0
7
6

経
営
の
多
角
化
、
事
業
転
換
な

ど
に
よ
り
、
第
2
創
業
な
ど
を
図

る
事
業
者
の
方
へ
の
融
資
制
度
と

し
て
、
新
事
業
活
動
促
進
資
金
が

あ
り
ま
す
。

V
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
方

②
新
連
携
計
闘
に
参
加
す
る
方

③
新
事
業
活
動
促
進
法
の
基
本

方
針
に
定
め
る
新
事
業
活
動

を
行
う
方

④
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
で

経
営
多
角
化
、
事
業
転
換
を

図
る
方
な
ど

V
ご
融
資
額

7
，2
0
0
万
円
以
内
(
う
ち

運
転
資
金
4
，8
0
0万
円
以
内
)

V
ご
返
済
期
間

設
備
資
金
日
年
以
内

運
転
資
金

5
年
以
内

V
取
扱
期
間

平
成
時
年
3
月
訂
日
ま
で

V
問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
郡
山
支
唐

金

0
2
4
1
9
2
3
1
7
1
4
0

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
現
在

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

予
約
の
申
し
込
み
は
、
社
会
保

険
事
務
所
の
総
合
相
談
室
で
受
け

9 
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j
認
知
症
(
痴
呆
症
)
の
予
防
に
向
け
て
②
f
〉

『
認
知
症
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
、
ツ
!
』

次
の
う
ち
、
認
知
症
で
起
こ
り
ゃ
す
い

症
状
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
?

①l 

ゃ
「
り
ん
ご
」
の
よ
う
な
、

よ
く
知
っ
て
い
る
物
の
名
前
が
で
て
こ

な
し

②
話
し
て
い
る
相
手
の
人
や
名
前
を
忘

れ
て
い
て
、
あ
と
か
ら
思
い
出
す
。

③
広
い
駐
車
場
の
ど
こ
へ
駐
車
し
た
か

を
思
い
出
せ
な
い
。

④
冷
蔵
庫
か
ら
財
布
が
出
て
く
る
よ
う

に
、
な
く
し
た
物
が
と
て
も
意
外
な
と

こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
。

③
作
っ
た
料
理
を
忘
れ
て
い
て
、
食
卓

に
出
さ
な
い
。

⑥
料
理
を
自
分
で
作
っ
た
の
に
作
っ
た

こ
と
自
体
を
忘
れ
て
い
る
。

⑦
知
ら
な
い
所
に
行
く
と
、
道
が
分
か

ら
な
く
な
る
。

⑧
真
夏
な
の
に
コ

l
ト
を
着
て
出
か
け

る。

⑨
数
ヶ
月
の
閑
に
入
が
変
わ
っ
た
よ
う

に
怒
り
っ
ぽ
い
性
格
に
な
る
。

⑮
ケ
ー
キ
な
ど
を
腐
ら
せ
る
ほ
ど
た
く

さ
ん
買
っ
て
く
る
。

小学生の結果と同様に「先生Jから間いたと答えた生

徒が男女共に一番で、忠春期教育で先生が果たしている

役割は大変重要です。次に多かったのは「友だちj、「テ

レビ」でした。中学生では小学生(こ比べると家族から麗

いたという生徒の割合が低く、友だちから開いたという

生徒の割合が高くなっています。皮達向土て、誤った知識

を共有しないためにも、特に大切なこの時期に学校保健

と連携した性教育事業の展開が必要です。

思春期保健(中学生編)⑫}

今月は、子ども達は牲に関することばをどこで知ったか

ということについてお伝えします。

% 
80 

長島マす

飯
山
回
答

男

女

そ
の
他

一アレピ

雑
誌

ミムt~~T"事場モ

き
ょ
う
だ
い

友
だ
ち

相
母

祖
父

母父先
生

70 

60 

50 

30 

40 

20 

10 

。

彦

幸

治

久

康

行

彦

ニ

郎

昭

雄

一

徳

男

雄

治

行

芳

郎

郎

雄

ス

ミ

雄

、

ン

亥

次

七

一

春

ヤ

ト

朝

ト

菊

義

今

田

子

野

林

木

津

津

村

森

間

藤

増

奥

小

鈴

湯

塩

古

石

須

お誕生おめでとうございます|
( 5月届出分)

保護者名

( 5月島出分)

世帯主名地区名

小高

中

岩法寺

竜崎

南須釜

山小屋

四辻新田

浩

智

信

憲

徳

義

正

広

正

金
七

紘

一
日
郎
り
璃
き
輝
な
那
き
貴
、
日
凌
吋
月
な
菜
、
一
口
調

路
た
太
臥
万
日
幸
そ
奏
み
未
切
ゆ
優
ω
遥ー

児
一
口
浩

品

田

崎

林

鎌

野

本

一

戸

子

田

熊

野

小

倉

上

橋

本

増

飯

者

平成17年6月

亡死

辺

ム
一
両
寺
崎

法

南須釜

四辻新田

地区名

。

今

ウ

広報たまかわ

j
 

l
 

'
lノ

密

文

長

正

1，950戸(十 14)

7，589人(十 17)

3，76ワ人(十 12)

臨
困
拡
帯
広

村のようす
けワ年 5月 1自現在)

3，822人(十 5)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。車く縛礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

21日(木)

答
え
①
④
⑥
⑧
⑨
⑩
が
認
知
症
に
起
こ

り
ゃ
す
い
症
状
で
す
。
忠
い
あ
た
る
と
こ

ろ
が
あ
る
入
、
注
意
が
必
要
で
す
。

『
使
い
な
さ
い
、
さ
も
な
い
と
さ
び

つ
き
ま
す
よ
』

最
近
、
欧
米
の

痴
呆
予
防
研
究
者

の
間
で
、
こ
の
言

葉
が
盛
ん
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
脳

の
機
能
を
し
っ
か

り
使
う
こ
と
で
、

脳
を
鍛
え
、
認
知

症
に
対
抗
で
き
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

毎
日
テ
レ
ピ
ば
か
り
を
見
て
い
て
何
も

す
る
こ
と
が
な
い
人
、
人
と
の
お
付
き
合

い
も
少
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
刺
激
の
少

な
い
生
活
を
し
て
い
る
と
、
脳
を
鍛
え
る

機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
こ
そ
脳
が

さ
び
つ
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
回
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
に
注

意
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
ま
す
。

年金の受給手続など、お気軽にご杷談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

子
守
一

和

竪

一

男

仁

雄

治

行

紘

図

彰

文

長

正

記

部

‘

田

野

林

木

沢

川

村

森

田

矢

藤

奥

小

鈴

塩

庚

古

口

石

須

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

111 辺

小高

岩法寺

竜崎

南須釜

山小屋

四辻新田

11 
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院病

者
一
頼

場
一
命
一
志

一
集
一
立

一
士口一

八A

所時間日|曜日| 内 容

転倒骨折予防教室 9:30 

13:30 

18:30 水20 

文化体育館

文化体育館

プ-)レ

文化体育館ほか

9:30 

13:00 

13:00 ちびっこ教室土23 
文化体育館

村民グランド

吉集会所

保健センタ一

文化体育館

保健センター

19:00 (元)太極拳教室

ナイター開放

19:00 

19:00 

9:30 

3'"'-'4ヶ月児健診

(元)ワーキンググループ

木版画教室

レディースセミナー

(元)ラージポール卓球

(元)健康たいそう教室

(元)スポーツサロン

地域子ども教室

木21 

金22 

場所

須釜公民館

保健センタ

就業改善センタ一

村民グランド

文化体育館

吉集会所

文化体育館

文化体育館

文化体育館

保健センタ一

文化体育館ほか

時間
r7竺ァ、

合内

なつ槽学級

日|曜日

9:30 

10:00 機能訓練

こぷし学級

ナイタ-開放

月4 

13:30 

18:30 

19:00 

9:30 

19:00 

9:30 

9:30 

13:00 

18:30 火26 13:00 

エアロピクス教室

転倒骨折予防教室

木版画教室

(元)ラージポール卓球

(元)健康たいそう教室

1歳児相談会

(元)スポーツサロン

地域子ども教室・ちびっこ教室

(元)太極拳教室

火5 

水

木

6 

7 

金8 

9:30 転倒骨折予防教室

育児教室

13:00 

13:00 
水27 

文化体育館19:00 
土9 

9:30 (元)ラージボーjレ卓球

3歳児健診

木

金

28 19:00 おはなしクックちゃん読み聞がせ例会

県民スポーツ石川地区大会 13:00 29 浅川町日10 

村民グランド

文化体育館
8:30 少年球技大会土30 

村民グランド

吉集会所

文化体育館

18:30 ナイター開放

転倒骨折予防教室

(元)ラージボール卓球

火12 

9:30 水13 

9:30 

19 

クックちゃん文庫

保健センター

村民グランド

文化体育館

10:00 

10:00 

18:30 

19:00 

おはなしクックちゃん読み聞かせ会

すくすくクラブ

ナイタ-開放

プ一フクツ

抱

一時

〈々一

気

出
一
一
羽

口一

ナ

ア一

ま

寸
斗
一

一一

-
-

-
ゐ
f
j

木

士

火

14 

16 

(元)

レディースセミナーより

中島病院

添田医院

中島病院

中島病院

中島病院

休日当番医

3日(日)

10日(日)

17日(日)

24日(日)

31日(日)

えるコミ
1日(金)

19日(火)
15日(金)12日(火)

29日(金)
8日(金)

26日(火)
5日(火)

22日(金)

資源ゴミ
西部地域

東部地域

国民健康保険税(第 1期分)

介護保険料(第 1期分)

税
25巴(月)

納

20日(水)
27日(水)

27日(水)
208(水)

6日(水)
13日(水)

有害ゴミ・不燃ゴミ
西部地域 13日(水)
東部地域 6日(水)

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ代

表

大
木

、ョ

き
わ
や
か
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の

た
め
の
運
動
サ
ー
ク
ル
で
、

ω代
か

ら
初
代
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
幻
名
が
、

毎
週
水
曜
日
に
須
釜
公
民
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

全
員
が
、
寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も

げり
を
予
防
し
て
元
気
で
活
発
な
毎
日

を
過
ご
し
た
い
と
い
う
目
的
を
持
っ

て
参
加
し
て
お
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
の
も
と
足
の
筋
力
強
化

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素
運
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
回
明
る
い

笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
サ
ー

ク
ル
。
最
近
は

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

12 
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古紙配合率100%再生紙を使用しています




